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辰砂鉱石中の硫化水銀に含まれるイオウ同位体比分析

　硫化水銀は古より「朱」と呼ばれており、深紅の色調から貴重な赤色顔料と

して使用されてきた。古代日本では、遺体に直接ふりかけたり周囲の壁や床に

撒く風習があったことが、弥生時代から古墳時代の遺跡から見受けられる。こ

の時期は、中国からいろいろな風習を取り入れていた時期に重なり、また古代

大和王朝政権が確立する時期にも重なる。しかも朱が用いられていた遺跡の多

くは当時の王墓と考えられている。このことから当時としては貴重だった朱の

産地を推定できれば、古代大和政権の成り立ちを知る上で興味ある結果が得ら

れると推察する。辰砂鉱石の主成分である朱すなわち硫化水銀は、他の元素を

取り込みにくい性質がある。したがって朱の産地推定には産地ごとの水銀かイ

オウの違いを調べる必要があり、イオウ同位体比を調べるに至った。今回の目

的は、イオウ同位体比測定の条件設定を確立することである。

実験材料

　試薬特級硫化水銀（II）をナカライテスク株式会社より購入した。また比較試

料として、北海道龍昇殿鉱山から採取された辰砂鉱石（64－04－01－1）
を用いた。

実験方法と結果

1．抽出方法の検討

　硫化水銀（I　I）は難溶性であることから、最適溶解方法を検討した。

その結果、硫化水銀100m　gを溶解するに、逆王水（硝酸：塩酸工3：1）

5m1を加えホットプレート上で加熱溶解すると、水銀は溶解してイオウは非

結晶性凝塊物となることがわかった。そこで臭素2～3滴を加え、加熱するとイ

オウも酸化されイオンとなり溶解した。このとき塩化水銀（I　I）とみられる

白色結晶状沈殿物が析出したが、水100m1を加えると溶解した。図1に方

法を図示する。

2．再現性



　上記方法で溶解されたイオウを含む溶液を、陽イオン交換樹脂に通して素通

りした陰イオンだけを採取し、塩化バリウムを加えて硫酸バリウムの沈殿物を

得た。ここからYanagisawa＆Sakai法で二酸化イオウを分取し、質量分析計

で分析した。その結果を表1に示す。

考察

　硫化水銀を溶解する方法をいくつか試したが、逆王水を使うことがもっとも

有効であった。その理由は、使用量が少量ですむことと、数分で溶解すること

である。しかしながら非結晶性のイオウと思われる物質が生成したが、これは

臭素を添加することにより、溶解することができた。この時、塩化水銀（II）と

思われる結晶が析出したが、水を加えることにより溶解し、分析に支障は与え

なかった。本方法で溶解して得られたイオウ成分の同位体比を調べたところ、

良好な再現性が得られたことから、本方法は硫化水銀中のイオウ同位体比を分

析するための最適な方法であると推察する。今後、本方法を用いて辰砂鉱石中

のイオウ同位体比を分析し、目本各地の辰砂鉱山のイオウ同位体比分布を調べ

る予定である。



　　　　硫化水銀部分粉末（約100mg）を300mlのコニカルピーカーに入れる

　　　　渦．一＝上畿謝馨巽繍皿で蓋．す．）

　　　　　　旦

　　　　黄色の非結晶状物質が浮遊している（イオウの可能性あり）

　　　　　　旦襖素2－3滴を加える

　　　　1000Cで加熱（時計皿で蓋をする）

　　　　　5

　　　　しばらくして臭素が飛んでしまえば、時計皿を取り外し少し濃縮する
　　　　（完全に蒸発させないように）

　　　　　u

　　　　白い結晶状の物質が産生される（塩化第二水銀？）
　　　　　旦

　　　　水約100mlを加えると白い結晶状物質は溶解する
　　　　メ晃ンカ’レタ閣で濾過賦濾液を集める

　　　　　9

　　　　陽イオン樹脂上に桑せ、通過する陰イオンを集める

　　　　　u

　　　　さらに、水100mlで洗い、洗浄液を合わせる

　　　　　旦

　　　　電熱器上で加熱し、沸騰直前に塩化バリウム（0．1M）を20ml加える
　　　　　旦

　　　　すぐにホットプレート上に移動し、2～3時間放置、沈殿物を熟成する

　　　　　旦

　　　　メンブランフィルター（α45μm）で沈殿を濾遺し、フィルターを時計皿に載せる

　　　　　9

　　　　低温（60。C以下）で乾燥させる

図1辰砂鉱物中のイオウ同位体比分析用試料調整方法
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